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(57)【要約】

【課題】生体における活性酸素の消去活性を向上させる

ことができる簡易な方法を提供する。

【解決手段】生体への超音波照射方法は、生体の少なく

とも一部を液体に接触させて、液体を介して、周波数が

１ＭＨｚ～１０ＭＨｚの範囲であって、強度ＩＳＰＴＡ

が７２０ｍＷ／ｃｍ
２

以下の超音波を生体の一部に１０

秒以上１０分以下の時間にわたって照射する超音波照射

ステップを、時間間隔を空けて複数回行う。

【選択図】図１
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